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3. 上位・関連計画の整理 

3.1  上位計画 

(1)  総合計画 
 

○総合計画は、中長期的なまちづくりを進めていく上で、地域の将来像を掲げ、それを実現するため

の基本的な指針を示したもので、市政に関わる様々な分野を総合的にとりまとめたものである。 

・次には、成田市における総合計画の概要と、地域公共交通に関する方向性及び具体的な実施施策

の内容について示す。 

 

成田市総合計画「ＮＡＲＩＴＡみらいプラン」は、市の総合的かつ計画的な行政運営を図るため、2016

（平成 28）年を初年度に計画期間を 12 年間として策定した、成田市におけるまちづくりの最上位計画

であり、計画の基本となる将来都市像には、「住んでよし 働いてよし 訪れてよしの生涯を完結できる

空の港まち なりた」を掲げ、未来を見据えた「次世代に誇れるまちづくり」の実現に向けた各種施策を

推進するための指針となるものである。 

「ＮＡＲＩＴＡみらいプラン」の基本構想において掲げた「土地利用の基本方向」では、地域特性を生

かした集約的なまちづくりを進めるとともに、各地域を結ぶ公共交通ネットワークの充実及び活用により、

互いの地域が補完し合う相互補完型のまちづくりを推進するとしており、公共交通体制の形成等による

魅力ある機能的なまちづくりを目指している。 

 

名称 成田市総合計画「NARITA みらいプラン」 

策定時期 平成 28 年 3 月策定 計画期間 2016(平成 28)年度～2027 年度 

将来人口 

(資料：「成田市人

口ビジョン」※) 

年次 人口 高齢化率 備考 

2010(平成 22)年 １２.９万人 １７.８％ 基準年 

2030 年 １３.８万人 ２５.５％ 人口のピーク 

2055 年 １３.２万人 ３３.５％ 高齢化率のピーク 

基

本

構

想 

将来都市像 「住んでよし 働いてよし 訪れてよしの生涯を完結できる空の港まち なりた」 

ま ち づ く り の

基本姿勢 

①若者や子育て世代に魅力のあるまちづくり 
②医療・福祉の充実したまちづくり 
③空港と共に発展するまちづくり 

土 地 利 用 の

基本方向 

①中心市街地等の都市機能の充実 
②地域特性を生かした土地の利用 

将 来 都 市 像

実現に向けた

基本方向 

①安全・安心でうるおいのある生活環境をつくる（住環境） 

②健康で笑顔あふれ、共に支え合う社会をつくる（保健・医療・福祉） 

③地域文化を生かし、未来を担う心豊かな人材を育む（教育・文化） 

④空港の機能を最大限に生かし、魅力的な活気あふれる都市をつくる（空港・都市基盤） 

⑤活力ある産業を育て、にぎわいや活気を生み出すまちをつくる（産業振興） 

⑥市民サービスを充実させ、持続可能な自治体運営を行う（自治体経営） 
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基

本

計

画 

分野 基本施策 事業内容 

①住環境 犯罪や事故などが起こりにくいまちをつく

る 

交通安全施設等設置、駐輪場管理等 

② 保 健 ・ 医

療・福祉 

高齢者が安心して生活できる体制の整備 オンデマンド交通高齢者移送サービス事業 

健康づくりの支援 健康づくり推進、健康増進計画策定 

地域医療体制の充実 医科系・医療系大学開設 

③教育・文化 地域文化・伝統の学び 伝統文化を市内外へ周知 

スポーツに親しめる環境づくり 大会教室等の開催、運動公園等の整備 

④空港・都市

基盤 

空港を生かしたまちづくりの推進 医療関連産業・先端産業の集積、MICE 施設の

建設 

空港を活用し新たな成田の魅力の開発 スポーツイベント・大会開催、スポーツツーリズム 

地域特性を生かした土地利用と快適な市

街地形成 

都市機能の集約化、居住地域の誘導、成田駅前

地区の整備 

道路ネットワークと交通環境の整備 道路整備、コミュニティバス運行内容改善、路線

バス運行支援等 

⑤産業振興 観光資源の更なる活用 観光活性化、観光ＰＲ 

魅力ある国際性豊かな観光地づくりの推

進 

観光施設整備、観光情報提供、外国人旅行者受

け入れ環境整備 

商工業の活性化 商店街の振興、中心市街地活性化、企業誘致 

※「成田市人口ビジョン」（2015 年）の策定以降、国際医療福祉大学医学部の開学及び附属病院

の開院の決定や成田空港の更なる機能強化の進展など、本市を取り巻く環境が大きく変化してい

ることから、今後、成田市総合計画「NARITA みらいプラン」第 2 期基本計画（2020～2024）
の策定の中で、これらの人口増加要因を加えた新たな将来人口の推計を行う。 
 
(2)  都市計画マスタープラン 
 

成田市都市計画マスタープランは、千葉県「都市計画域の整備、開発及び保全の方針」に則り、平

成 28 年 3 月に策定された「成田市総合計画『NARITA みらいプラン』」に示された将来都市像である

「住んでよし 働いてよし 訪れてよしの生涯を完結できる空の港まち なりた」を具体化していくための

都市計画の基本方針として位置づけられるものである。 

 

【都市計画マスタープランの概要】 

名称 成田市都市計画マスタープラン 策定時期 平成 29 年 3 月策定 

目標年次 2036(平成 48)年の都市像を展望し 2027(平成 39)年度に向けた方針を定める。 

将来都市像 「住んでよし 働いてよし 訪れてよしの生涯を完結できる空の港まち なりた」 

土地利用の基本

方向 

①中心市街地等の都市機能の充実 

②地域特性を生かした土地の利用 

まちづくりの理念 持続可能な、次世代に誇れるまちづくり 

まちづくりの目標 ①持続的発展につ

ながる機能的なま

・市の顔となる中心市街地や商業・公共サービス機能が整っている利

便性の高い地域を拠点と位置づけ 
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ちづくり ・拠点地域への商業施設や公共施設などの都市機能の充実、居住誘

導による集約的なまちづくり 

・各拠点間をつなぐ公共交通ネットワークの充実による相互補完型の

まちづくり 

②活気あふれる、

訪れたくなるまちづ

くり 

・中心市街地の更なる活性化、地域資源を生かした魅力あふれるまち 

・大学を核とした交流・高次教育機能等の形成 

③ 生 涯 住 み や す

く、誰もが安心して

暮らせるまちづくり 

・道路、公園などのインフラの充実、緑地・自然環境保全により快適に

暮らせるまち 

・子育て世代に魅力的な公共施設整備、高齢者・障がい者が住み慣

れた地域で安心して暮らせるための医療・福祉環境の整備 

④ポテンシャルを

生かした成田らしい

まちづくり 

・空港、圏央道、北千葉道路等の広域交通ネットワーク整備による地

域ポテンシャルを生かすため、国家戦略特区を活用した新たな産業

や医療拠点の形成を図りつつ、適正な住環境の整備を推進 

・新勝寺や宗吾霊堂等の歴史文化的資源や印旛沼等の自然景観資

源を活用した観光振興を図り、魅力あるまちを目指す。 

 

【まちづくりの基本方針－土地利用の方針】 

ま

ち

づ

く

り

の

基

本

方

針 

土地利用の方針（将来都市構造） （※一部非掲載） 

拠

点 

中心拠点 成田駅周辺 商業･業務､公共･公益

ｻｰﾋﾞｽ、広域交通拠

点､観光･交流等 

エ

リ

ア 

計画的な市街

地を形成する

エリア 

○成田駅周辺 

○成田ﾆｭｰﾀｳﾝ･公津の

杜･久住中央･はなのき台 

○その他住宅系用途地域 都市拠点 ｳｲﾝｸ ﾞ土屋､公津の

杜､赤坂 

商業･業務､公共･公益

ｻｰﾋﾞｽ、交通拠点､観

光･交流､高次教育等 

空港と一体とな

った地域づくり

を進めるエリア 

○空港と共生する良好な

生活環境の創出 

○良好な自然環境の保

全・活用 

○空港のポテンシャルを

活用した新たな産業機能

の形成 

生活拠点 三里塚､成田湯川駅､

久住駅､滑河駅､下総

松崎駅､大栄支所 

商業･業務､公共･公益

ｻｰﾋﾞｽ、交通拠点等 

国際交流拠点 成田国際空港  

工業･物流･流

通拠点 

野毛平､豊住､大栄､成

田新産業ﾊﾟｰｸ､圏央

道 IC､卸売市場 

空港関連物流､産業､

流通等 広域連携軸を

活用し適切な

土地利用の誘

導を図るエリア 

○幹線道路等沿道の機能

形成 

○圏央道 IC 周辺の機能

形成 

○多様なポテンシャルを

生かした地域活力の向上 

学術･医療集積

拠点 

公津の杜､畑ケ田 学術･医療･業務 

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ拠点 印旛沼周辺、大谷津

運動公園、さくらの山 

等 

自然環境・ｽﾎﾟｰﾂﾚｸﾘ

ｴｰｼｮﾝ機能等 

歴史的観光拠

点 

新勝寺周辺、宗吾霊

堂周辺 

観光拠点機能 

軸 広域連携軸 鉄 道 ､ 高 速 道 路 ､ 国

道、県道 

広域連絡機能 自然環境と生

活環境が調和

するエリア 

○良好な地域環境の創出 

○良好な自然環境の保

全･活用 

○適切な開発の誘導 

地域間交流軸 鉄道､国道､主要地方

道･県道、市道 

地域連絡機能 

広域連絡機能 






























